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社
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協
議
会
「
よ
っ
て
が
っ
せ
ぇ
～
」）

※
１５
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い

だれの目にも優しいカラーユニバーサル・デザイン

で制作した広報です
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基
本
方
針�

社
会
・
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
、
国
は
「
緊
急
雇
用
対
策
」
や
「
緊
急
経
済

対
策
」
な
ど
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
自
ら
の
事
業
実
践
を
も

と
に
、
そ
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
特
に
生
活
福
祉
資
金
（
貸
付
）
の

活
用
促
進
や
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
人
材
確

保
対
策
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護
事
業

な
ど
は
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
益
性
の
高
い
法
人
と
し
て
の
役
割
を

再
確
認
し
、
事
務
業
務
の
「
効
率
化
」
「
合
理
化
」
に

加
え
て
、
法
人
と
し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
確
立
し

機
能
の
管
理
体
制
も
含
め
た
事
務
局
体
制
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
新
政
権
が
実
施
し
た
「
事
業
仕
分
け
」
は

大
き
な
国
民
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
国
、
地
方
に

よ
る
一
層
の
導
入
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
社

協
の
経
営
環
境
も
一
層
厳
し
い
も
の
と
な
る
こ
と
が

予
測
で
き
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
県
市
町
村
行
政
や
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
施
設
、
関
係
機
関
・

団
体
な
ど
と
の
連
携
と
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
当
初
予
算
額
（
支
出
総
額
ベ
ー

ス
）
は
、
約
２５
億
３
１
０
０
万
円
（
平
成
２１
年
度
当

初
予
算
額
約
２１
億
８
０
０
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
予
算
規
模
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１．日常生活自立支援事業 （４６６２万円）

市町村社会福祉協議会と協力し、認知症

高齢者、知的障がい者、精神障がい者の自

立を支援するため、福祉サービスを利用す

る際の手続きや料金払いなどの援助、日常

の金銭管理といったお手伝い（福祉サービ

ス利用援助事業）をします。

２．福祉サービス苦情解決事業
（６１２万８千円）

公平かつ中立な立場で福祉サービス利用

者の利益を保護する福祉サービス運営適正

化委員会は、県社協が実施主体である日常

生活自立支援事業の適正な運営を確保する

役割を担っています。

また福祉サービス利用者や家族からの苦

情（疑問、要望）に対し、相談、助言など

を行い、適切に解決することに努めます。

３．福祉サービス評価推進機構運営事業
（６６万４千円）

福祉サービス評価推進機構は、福祉サー

ビスの質の向上を図るため○１福祉サービス

事業所の評価を行い○２利用者がサービスを

選択する際の情報を公表する「第三者評価

事業」の受審を促進するよう、事業の普及

を図ります。

４．介護サービス情報の公表事業（関連
事業を含む） （３３２７万円）

利用者が適切にサービスを選択できるよ

うに、介護保険法に基づき、介護サービス

情報の内容や運営状況についての実地調査

のうえ、その結果についての公表を行いま

す。

５．高齢者虐待防止支援事業（９５万５千円）

市町村、地域包括支援センターがかかわ

る高齢者虐待の困難事例について、社会福

祉士や弁護士が電話相談や出張相談に応

じ、問題解決に向けた支援を行います。

福福祉祉ササーービビスス利利用用者者やや家家族族ななどどへへのの支支援援

平成２２年度 主な県社協事業

やまなしの福祉 ２０１０年７月 ２
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この度、古屋栄和会長の後任として山梨県社会

福祉協議会長に就任した石川豊です。

昭和２６年の発足以来、歴代の会長さん方が積

みあげてこられた伝統に輝く組織であるだけに、

その責任の重さをひしひしと感じております。

さて、地域福祉の実態は、戦後のわが国の著し

い経済発展に伴い、飛躍的に改善され、諸施設の

充実をはじめ、サービスの向上など先進国と比べ
そんしょく

ても遜色のない姿になりつつあります。

これも一重に国と地方が住民の生活の安定をめ

ざして福祉事業の充実に力を注いできた賜物であ

ります。

しかしながら、物が豊かになると、心がなおざ

りにと言われるように、他面、福

祉の心が問われています。その

姿は、各地域において価値観の

多様化に伴い、老若男女ともか

つてのような強い心の絆が希薄

になりつつあります。

とき、あたかも世界的な経済不況の波にもまれ

ている世情であって、県民のみなさんの安心、安全

の生活を守るという地域福祉の一翼を担うという
ひとしお

立場だけに、その思いは一入のものがございます。

私は、福祉事業の進展は、福祉コミュニティの
いそ

充実にあると考え、これからはこの道に勤しんで

まいります。

６．地域密着型サービス外部評価事業
（２３４万９千円）

小規模多機能型居宅介護や認知症対応型

共同生活介護の事業所が、自ら行う「自己

評価」と評価機関である県社協が実施する

「外部評価」によって客観性を高めること

で、福祉サービスの質の向上を図ります。

７．認知症コールセンター設置事業
（１９７万４千円）

認知症にかかわる専門家や介護経験者

が、電話で相談に応じる窓口を設置し、認

知症の知識や介護技術、適切な支援機関の

紹介、精神面でのサポートを行います。

１．生活福祉資金等貸付事業
（１４億４７８７万１千円）

低所得世帯や障がい者、高齢者などへの

福祉資金貸付制度として「生活福祉資金」

「不動産担保型生活資金」「要保護世帯向け

不動産担保型生活資金」、離職者に対する

「総合支援資金」の有効な活用を図ります。

長期にわたる滞納世帯に対し、市町村社

協とともに必要な対応を行います。

今年度は、市町村社協の相談機能をより

一層充実、強化するため、４市町社協に相

談員を配置する予算を確保しました。

２．臨時特例つなぎ資金貸付事業
（１６７１万６千円）

突然の解雇などにより住宅を喪失した方

に対し、１０万円以内で貸付を行います。

３．住宅確保・就労支援事業 （２７３万円）

解雇などによって住宅を喪失または喪失

のおそれがあり、住宅手当を受給している

方（市在住者を除く）に対し、県社協の支

援員が就労支援を中心とした生活相談に応

じます。

４．高齢者総合相談センター事業
（１３１９万９千円）

高齢者の生活、健康、生きがい、職業、

介護・看護、法律、身体拘束廃止といった

相談に応じ、個人の尊厳と権利を擁護しま

す。

５．高齢者居室等整備資金及び重度障
がい者居室等整備資金貸付事業

（１０５２万９千円）

高齢者（６０歳以上）や障がい者の住まい

に対する貸付を行います。

長期にわたる滞納世帯に対し、市町村社

協とともに必要な対応を行います。

地地域域でで生生活活すするる方方々々へへのの支支援援

県社会福祉協議会長 石川 豊福祉共同体の充実図る

３ やまなしの福祉 ２０１０年７月
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１．福祉人材確保事業
（無料職業紹介事業と人材養成）

（３１０４万１千円）

昨年策定した福祉人材センターアクショ

ンプランに基づき、有資格者や多様な人材

の就労促進、定着支援などに取り組みます。

２．福祉・介護人材マッチング支援事業
（１７４７万４千円）

キャリア支援専門員２人を配置し、求職

者一人ひとりにふさわしい職場を開拓する

とともに、働きやすい職場づくりに向けた

指導や助言を行い、円滑な就労と定着を支

援します。

ハローワーク甲府を会場に月１回の相談

会を開催します。

３．福利厚生事業 （５億２０５７万４千円）

退職共済制度や福利厚生センター地方事

務局による福祉従事者の福利厚生事業を行

います。

４．職場体験事業 （７９０万円）

福祉・介護職場を体験する機会を提供し

ます。福祉・介護の仕事に関心のある方々

に対し、実際の職場の雰囲気、サービス内

容などを直接知る環境をつくることで、福

祉・介護従事者の確保につなげます。

５．介護福祉士等修学資金貸付事業
（３８３０万８千円）

介護福祉士や社会福祉士の指定養成施設

（文部科学大臣及び厚生労働大臣が指定し

た学校、または厚生労働大臣が指定した養

成施設など）に在学し、資格取得と山梨県

内での就労をめざす学生に対する修学資金

の貸付を行います。

６．福祉施設経営指導事業 （５５０万５千円）

巡回相談や研修に重点をおいた経営指導

を行い、社会福祉施設の健全な経営を支援

します。

７．民間社会福祉施設振興資金貸付事業
（１８２２万２千円）

民間社会福祉施設の健全な経営を目的と

し、運営に必要な資金の貸付を行います。

１．従事者研修事業 （６７万円）

社会福祉事業従事者として必要な知識や

技術の習得・向上を図るため、職種や階層

に応じた研修を開催します。

２．介護職員指導者研修・介護職員テーマ
別研修

（８３万２千円）

指導的立場にある介護職員を対象に実務

に沿ったテーマに基づく研修を行い、福祉

サービスの向上をめざします。

３．介護支援専門員関連研修（１０５５万６千円）

介護支援専門員実務研修受講試験の合格

者や介護支援専門員証の有効期限が満了と

なる実務経験のない方や、介護支援専門員

証が失効となった有資格者を対象とした研

修のほか、就業期間に応じた更新研修など

を行います。

４．民生委員・児童委員研修 （８８万８千円）

地域における身近な相談者としての役割

を支援するため、中堅の民生委員や主任児

童委員などの研修を行います。

人人材材確確保保とと福福祉祉経経営営へへのの支支援援

福福祉祉従従事事者者・・担担いい手手へへのの支支援援

やまなしの福祉 ２０１０年７月 ４
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１．介護講座 （３１７万円）

「介護は社会全体で支えるもの」という

理念のもと、県民の方々を対象にさまざま

な介護講座を開催します。学校関係者向け

の講座や介護ボランティアの養成、家族介

護者への支援を行います。

２．健康づくり・生きがいづくり
（２８６０万９千円）

９月２５日に開催する「いきいき山梨ねん

りんピック２０１０」をはじめとする高齢者の

健康づくり、「シルバー作品展」といった高

齢者の生きがいづくりなどを行い、明るい

長寿社会をめざします。

３．ボランティア活動 （８５万１千円）

住民主体による地域福祉の推進を図るた

め○１福祉教育の推進○２地域防災力の強化○３

地域ボランティアのネットワーク化―とい

った事業を行います。

４．福祉教育の推進 （１７６万７千円）

関係者と連携し、学校や地域で活用でき

る「福祉のこころを醸成するプログラム」

を推進するため、市町村社協をモデル指定

します。

５．山梨ともしび基金助成事業
（２３５０万４千円）

県内の民間団体が行う福祉活動に対し、

助成を行います。

１．市町村社協への支援
地域担当制を導入した市町村社協訪問活

動を行います。また県社協内での情報の共

有化と協働を目的とした市町村社協支援会

議を開催します。

２．地域防災力の強化 （１０９万４千円）

災害時要援護者支援事業としてモデル実

践社協を１ヵ所指定します。これまでの取

り組みについての実践発表などの場として

「やまなし福祉救援活動フォーラム２０１１」

を開催します。

１．本会ホームページ （５８万５千円）

県民の方々をはじめ、本会会員に対する

福祉情報の提供を充実します。

市町村社協が災害時にも対応できる情報

ページを提供するなどのネットワーク化に

取り組みます。

２．本会広報紙「やまなしの福祉」発行
（４７０万９千円）

本県福祉の総合情報紙として内容を充実

し、福祉関係機関・団体はもちろん、県民

の方々への情報提供に努めます。

３．第５８回山梨県社会福祉大会開催
（１１０万円）

永年社会福祉に従事された方々へ敬意を

表し、併せてこれからの社会福祉のあり方

を考える一助となるよう、県共同募金会と

共催で１１月１１日（介護の日）に開催します。

事業についてのお問い合せ 山梨県社会福祉協議会 電話０５５・２５４・８６１０

県県民民へへのの啓啓発発事事業業

地地域域福福祉祉のの推推進進

広広報報・・情情報報提提供供

５ やまなしの福祉 ２０１０年７月
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的
に
学
び
ま
す
。『
介

護
を
支
え
る
保
健
医
療
福
祉
サ

ー
ビ
ス
』『
清
潔
の
お
世
話
』
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

介介
護護
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

養養
成成
研研
修修

２
日
間
受
講
で
き
る
方
が
対

象
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
高
齢
者

疑
似
体
験
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

役
立
つ
介
護
技
術
」「
施
設
で
求

め
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
」「
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
援

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
な

ど
。
地
域
や
現
場
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
講
師
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
実
践
活
動
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー

養養
成成
講講
座座

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
「
脳
の
病
気
」

で
す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と

は
、
な
に
か
特
別
な
こ
と
を
す

る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
の
気
持
ち

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が

役
割
。
自
分
の
で
き
る
範
囲
で

支
援
し
ま
す
。
こ
の
講
座
を
受

講
さ
れ
た
方
に
は
そ
の
証
と
し

て
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お

渡
し
し
ま
す
。
こ
の
講
座
を
受

け
て
、
あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

◇

各
講
座
と
も
定
員
を
設
け
て

お
り
、
受
講
申
し
込
み
は
講
座

開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
県
立
介
護
実

習
普
及
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
５

５
・
２
５
４
・
８
６
８
０
）。

県立介護実習普及センターは、自宅で介護

をしている方を中心に、介護講座の受講者を

募集しています。講座の内容を紹介します（介

護講座カレンダー参照）。

介

護

講

座

紹

介

介介護護をを学学ぼぼうう

洗
髪
の
方
法
を
学
ぶ
「
清
潔
の
お
世

話
」
講
座

「
寝
具
・
衣
類
の
お
世
話
と
床
ず
れ

予
防
」
講
座

やまなしの福祉 ２０１０年７月 ６



高
齢
者
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は

肺
炎
で
す
が
、
そ
の
多
く
が
誤

嚥
（
ご
え
ん
）
性
肺
炎
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
（
こ
う
く
う
）
内
に
は

多
く
の
細
菌
が
す
ん
で
い
ま

す
。
加
齢
な
ど
で
飲
み
込
む
機

能
や
咳
（
せ
き
）
を
す
る
力
が

弱
く
な
る
と
、
口
の
中
の
細
菌

や
逆
流
し
た
胃
液
が
誤
っ
て
気

管
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
発
症
す
る
の
が
誤

嚥
性
肺
炎
で
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
は
「
口

腔
の
清
掃
」
と
「
機
能
回
復
」

が
ポ
イ
ン
ト
。
歯
磨
き
な
ど
で

口
の
中
を
清
潔
に
し
て
細
菌
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
食
べ
た
り

飲
み
込
ん
だ
り
す
る
機
能
を
回

復
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ

ー
に
展
示
し
て
あ
る
口
腔
ケ
ア

用
品
を
紹
介
し
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
、
当
セ
ン
タ
ー
（
電

話
０
５
５
・
２
５
４
・
８
６
８

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
５
・
２
５
４

・
８
６
９
０
）
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

商品名 すっきり舌

価 格 １，０２９円（税込）

特 徴 おう吐反射を起こしにくい舌の清掃具。

奥から手前に舌を軽くこするだけで、舌

の表面に付着している汚れをキレイにか

き集めてくれます。

商品名 歯みがきティシュ（９０枚入り）

価 格 ６８３円（税込）

特 徴 歯や歯ぐきを拭くことで、口の中をすっ

きり清潔にします。ポリグルタミン酸や緑

茶エキスを配合しているため、口の中は

しっとり、乾燥を防ぎます。

商品名 お口のうるおいプラス

価 格 ７１４円（税込）

主な成分 りんごポリフェノール、ヒアルロン酸

特 徴 口内保湿ジェル。口の中が乾いた時に、

舌の上へ２、３滴たらすことで、口腔内

を潤すことができます。

商品名 ラビリントレーナー

価 格 ３，６７５円（税込）

特 徴 摂食、嚥下（えんげ）機能を向上させるた

めに作られた家庭用のトレーニング器

具。唇と舌の筋力を鍛え、むせやすい、食

べこぼしなどの「食べにくさ」を防止しま

す。

お口の手入れをしましょう

福

祉

用

品

紹

介

７ やまなしの福祉 ２０１０年７月
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手
軽
な
値
段
と
豊
富
な
品
数

を
そ
ろ
え
た
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
で
見
つ
け
た
、「
生
活
」
を
便

利
に
す
る
用
品
を
紹
介
し
ま
す
。

商
品
名
「
ら
く
ら
く
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
」
（
写
真
�
）

車
い
す
や
ベ
ッ
ド
の
上
か
ら

近
く
に
あ
る
衣
服
や
タ
オ
ル
を

取
り
寄
せ
た
り
す
る
の
に
便
利

で
す
。
グ
リ
ッ
プ
を
握
る
と
物

を
挟
め
ま
す
。
柄
の
先
の
磁
石

で
金
属
を
引
き
寄
せ
る
「
磁
石

で
ら
く
ら
く
キ
ャ
ッ
チ
」
も
あ

り
ま
す
。

商
品
名
「
ボ
ト
ル
ハ
ン
ガ
ー
」

（
写
真
�
）

重
た
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲

み
物
も
、
こ
の
ハ
ン
ガ
ー
を
取

り
付
け
る
と
片
手
で
注
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
持
ち
運
び
に
も

便
利
で
す
。
２
�
の
角
張
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

商
品
名
「
入
れ
歯
安
心
保
管

容
器
」
（
写
真
�
）

歯
磨
き
を
毎
日
す
る
よ
う
に
、

入
れ
歯
も
毎
日

の
お
手
入
れ
が

必
要
で
す
。

こ
の
容
器
に

は
取
っ
手
の
あ

る
水
切
り
が
付

い
て
い
ま
す
。

手
を
汚
さ
ず
に

入
れ
歯
を
す
す

ぐ
こ

と

が

で

き
、
洗
浄
剤
も
使
え
ま
す
。

商
品
名
「
開
け
閉
め
ら
く
ら

く
ハ
ン
ド
ル
」
（
写
真
�
）

「
ド
ア
引
き
出
し
ハ
ン
ド
ル
」

（
写
真
�
）

年
を
取
る
と
次
第
に
握
力
が

弱
ま
っ
て
き
ま
す
。
ら
く
ら
く

ハ
ン
ド
ル
は
、
取
っ
手
が
つ
か

み
に
く
か
っ
た
り
、
重
い
ガ
ラ

ス
戸
な
ど
の
開
け
閉
め
に
便
利

で
す
。
両
面
テ
ー
プ
で
張
る
だ

け
で
、
引
き
戸
や
窓
が
ス
ッ
と

開
閉
で
き
ま
す
。

引
き
出
し
ハ
ン
ド
ル
は
、
台

所
の
引
き
出
し
や
冷
蔵
庫
の
ド

ア
な
ど
に
取
り
付
け
て
使
用
し

ま
す
。
手
首
を
引
っ
か
け
て
使

え
る
の
で
、
指
の
力
が
弱
く
な

っ
た
方
で
も
使
い
易
く
な
っ
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
た

住
宅
改
修
の
手
続
き
か
ら
始

ま
っ
て
、「
理
由
書
」
の
書
き
方

や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
方
法
ま

で
、
住
宅
改
修
に
必
要
な
知
識

が
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
ま

す
。
豊
富
な
写
真
や

「
理
由
書
」
の
記
入

例
な
ど
、
す
ぐ
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
。
住
宅
改
修
を
お

考
え
の
方
に
お
す
す
め
の
１

冊
で
す
。

◇

こ
の
ほ
か
、
介
護
・
看
護

・
福
祉
に
つ
い
て
の
本
２
７

３
冊
、
ビ
デ
オ
２
０
２
本
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
県
立
介
護
実
習
普
及
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
電
話
０
５
５
・
２

５
４
・
８
６
８
０
。

お

し

ら

せ

●●２

●●１

図図

書書

紹紹

介介

著 者 加島 守
発 行 者 高橋 孝
発 行 所 三和書籍
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やまなしの福祉 ２０１０年７月 ８
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県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

平
成
２１
年
度
に
お
け
る
福
祉
分

野
の
求
人
・
求
職
動
向
を
ま
と

め
ま
し
た
。
有
効
求
人
数
は
延

べ
５
３
９
２
人
で
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
福
祉
の
現
場
で
働

く
こ
と
を
希
望
し
た
有
効
求
職

者
数
は
延
べ
４
２
７
０
人
に
上

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
３
年
前
の
１９
年
度
と

比
べ
て
み
る
と
、
求
人
数
は
約

５
割
（
１
９
５
８
人
）
増
え
て

い
ま
す
。
求
職
者
数
も
約
３
割

（
１
１
６
０
人
）
増
加
し
ま
し

た
。求

人
数
が
求
職
者
数
を
上
回

る
状
況
は
、
高
齢
者
分
野
で
目

立
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制

度
導
入
か
ら
１０
年
。
高
齢
化
が

進
む
中
で
、
福
祉
分
野
の
市
場

規
模
が
拡
大
し
て
い
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
希
望
す
る
雇
用
形
態

で
見
る
と
、
正
規
職
員
の
求
人

は
有
効
求
人
の
５２
・
０
％
で
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
正
規
職
員

を
希
望
す
る
有
効
求
職
者
は
全

体
の
７５
・
７
％
で
し
た
。
平
成

１９
年
度
は
正
規
職
員
を
希
望
す

る
求
職
者
は
全
体
の
７９
・
１
％

あ
っ
た
の
に
対
し
、
正
規
職
員

を
必
要
と
す
る
求
人
側
の
比
率

は
４０
・
３
％
で
し
た
。
３
年
前

に
比
べ
る
と
、
正
規
職
員
の
雇

用
が
多
く
な
っ
て
い
る
傾
向
も

う
か
が
え
ま
し
た
。

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
福

祉
の
仕
事
に
携
わ
る
方
々
に
必

要
な
情
報
提
供
や
、
福
祉
の
仕

事
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
分
野
の
仕
事
に
就
職
す
る
た

め
に
必
要
な
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
分
野
へ
の
就
労
を
希

望
す
る
人
や
福
祉
の
仕
事
に

関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
し

た
「
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」
を

８
月
６
日
（
金
）、
昭
和
町
の

ア
ピ
オ
甲
府
で
開
催
し
ま

す
。
福
祉
の
仕
事
や
資
格
に

つ
い
て
の
相
談
の
ほ
か
、
求

人
側
な
ど
と
直
接
に
個
別
相

談
が
で
き
ま
す
。

当
日
は
、
求
人
施
設
（
社

会
福
祉
施
設
・
団
体
・
企
業

な
ど
）
に
よ
る
合
同
面
接
コ

ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
各
種
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
福
祉
の
仕
事

な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
開
設
し
ま
す
。ま
た
、
求

人
側
や
求
職
者
に
必
要
な
講

演
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
す
。
求
職
者
の
事

前
申
し
込
み
も
不
要
で
す
。

ご
来
場
の
際
は
、
甲
府
駅

か
ら
専
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
１０
�
の

ア
ク
セ
ス
欄
参
照
）

福福

祉祉

人人

材材

セセ

ンン

タタ

ーー

ニニ

ュュ

ーー

スス

求
人
、３
年
前
よ
り
５
割
増

２１
年
度

正
規
雇
用
も
増
え
る

挑戦しませんか

「福祉のお仕事」
８月６日に就職総合フェア

９ やまなしの福祉 ２０１０年７月



�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

「
福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
」

は
、
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職

を
希
望
す
る
人
や
転
職
を
お
考

え
の
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
催

し
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

平
成
２２
年
８
月
６
日

（
金
）
１３
時
～
１６
時
（
受
付

１２
時
～
１５
時
３０
分
）

◇
会
場

ア
ピ
オ
甲
府
（
中
巨

摩
郡
昭
和
町
西
条
３
６
０

０
）

〈
主
な
相
談
コ
ー
ナ
ー
〉

◎
合
同
面
接
コ
ー
ナ
ー

求
人
施
設
（
社
会
福
祉
施
設

・
団
体
・
企
業
）
の
人
事
担

当
者
と
の
個
別
面
接
（
約
６０

施
設
が
参
加
）

◎
福
祉
の
仕
事
な
ん
で
も
相
談

コ
ー
ナ
ー

福
祉
の
職
種
や
必
要
な
資
格

な
ど
、
福
祉
全
般
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
登
録
コ

ー
ナ
ー

福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
の
求

人
情
報
や
就
職
関
連
情
報
を

提
供
す
る
た
め
の
登
録
と
、

就
職
あ
っ
せ
ん
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◎
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
コ
ー
ナ

ー福
祉
分
野
に
限
ら
ず
、
医
療

系
求
人
や
一
般
職
種
な
ど
総

合
的
な
就
職
相
談
に
応
じ
ま

す
。

〈
そ
の
他
〉

◎
各
種
別
施
設
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
高
齢
者
・
児
童
・
障
が
い

者
施
設
の
従
事
者
に
よ
る
相

談
）

◎
生
活
福
祉
資
金
相
談
コ
ー
ナ

ー
（
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制

度
の
紹
介
や
相
談
）

◎
職
場
体
験
事
業
受
付
コ
ー
ナ

ー
・
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

◎
福
祉
関
係
機
関
相
談
・
Ｐ
Ｒ

〈
ア
ク
セ
ス
〉

・
車
で
お
越
し
の
方

甲
府
昭

和
イ
ン
タ
ー
よ
り
５
分

・
専
用
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

い
た
し
ま
す

◎
運
行
時
間

▼
甲
府
駅
発
（
南
口
○１
○２
番

線
）
午
後
１２
時

１２
時
３０
分

▼
ア
ピ
オ
発

１５
時
３０
分

１６
時
１０
分

◆

お
問
い
合
わ
せ
は
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
ま
で

電
話
０
５

５
（
２
５
４
）
８
６
５
４

福福
祉祉
のの
就就
職職
総総
合合
フフ
ェェ
アア

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
甲
府
駅
�
ア
ピ
オ
甲
府

求人施設の担当者と求職者の個別面接

福福
祉祉
人人
材材
セセ
ンン
タタ
ーー
ニニ
ュュ
ーー
スス

福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
る

（
い
ず
れ
も
昨
年
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
か
ら
）

やまなしの福祉 ２０１０年７月 １０
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手
織
り
や
編
み
物
、
人
形
作
り

じ

き
ょ
う
じ
ゅ
つ

に
大
正
琴
、
自
彊
術
―
。
こ
と
ぶ

き
マ
ス
タ
ー
川
村
久
江
さ
ん
（
南

都
留
郡
西
桂
町
、
７４
歳
）
の
守
備

範
囲
は
広
い
。
出
合
い
は
手
織
り

が
最
初
だ
が
、「
人
に
教
え
る
な
ん

て
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
」。西

桂
は
�
織
物
の
町
�
と
し
て

有
名
で
す
。
久
江
さ
ん
が
隣
町
の

都
留
市
か
ら
嫁
い
で
き
た
の
は
１

９
６
０
（
昭
和
３５
）
年
、
２５
歳
の

時
で
し
た
。
当
時
は
大
半
の
家
が
、

何
ら
か
の
形
で
織
物
に
か
か
わ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
朝
か
ら
晩
ま
で
織
機

と
向
き
合
う
生
活
に
、
川
村
さ
ん

は
な
じ
め
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
子
ど
も
の
面
倒
も
見
て
や
れ
な

い
忙
し
さ
で
し
た
」。
夫
に
織
物
業

を
や
め
る
こ
と
を
提
案
。
そ
の
後
、

自
宅
で
編
み
物
教
室
を
開
き
ま
し

た
。
「
自
分
の
創
造
力
が
生
か
せ

る
、
夢
の
よ
う
な
仕
事
で
し
た
」

教
室
で
若
い
人
を
教
え
る
傍

ら
、
８３
（
昭
和
５８
）
年
に
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
町
の
非
常
勤

職
員
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
ろ
の
介
護
は
、
他
人
の
手
を
借

り
ず
に
家
族
だ
け
で
行
う
の
が
一

般
的
で
し
た
。

「
食
事
の
支
度
や
掃
除
、
洗
濯

な
ど
家
事
手
伝
い
が
中
心
で
す

が
、
ま
だ
利
用
者
が
少
な
く
、
頼

み
込
ん
で
訪
問
す
る
よ
う
な
状
況

で
し
た
」

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪

問
す
る
う
ち
に
、「
そ
の
人
ら
し
い

生
き
が
い
を
見
つ
け
る
た
め
、
何

か
手
助
け
で
き
な
い
か
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
自
分
だ
け
で
な
く
、
お
年
寄

り
に
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
選

ん
だ
の
が
大
正
琴
で
し
た
。
２５
年

前
に
な
り
ま
す
。
月
に
３
回
、
東

京
ま
で
通
っ
て
基
礎
か
ら
勉
強
。

「
音
楽
な
ん
て
遠
い
世
界
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
み
ん
な

で
演
奏
す
る
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
楽

し
い
と
は
…
。
出
合
え
て
良
か
っ

た
」。
こ
と
し
４
月
に
は
琴
城
流
大

正
琴
山
梨
県
支
部
の
発
足
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

活
動
の
源
は
体
。
健
康
で
な
け

れ
ば
長
続
き
し
な
い
�
と
、
自
彊

術
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

東
洋
医
学
を
ル
ー
ツ
に
持
つ
健
康

体
操
で
す
。
家
事
援
助
で
訪
問
し

た
際
、
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
す
。

高
齢
者
に
は
大
好
評
だ
そ
う
で

す
。長

い
道
の
り
を
経
て
、
再
び
織

物
と
向
か
い
合
っ
た
時
、
川
村
さ
ん

は
６０
歳
を
目
前
に
し
て
い
ま
し
た
。

「
昔
は
み
ん
な
手
織
り
作
業
で
し
た
。

し
か
し
、
機
械
化
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、

こ
の
ま
ま
で
は
伝
統
技
術
が
失
わ
れ

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
焦
り
の
よ
う
な

気
持
ち
が
始
ま
り
で
し
た
」

９５（
平
成
７
）年
、
地
域
活
動
を
通

し
て
知
り
合
っ
た
人
た
ち
と
、
グ
ル

ー
プ
「
み
つ
と
う
げ
手
織
り
の
里
」

を
結
成
。毎
週
１
回
、
三
ツ
峠
グ
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
の
工
房
に
集
ま
っ
て

技
の
伝
承
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

「
一
人
じ
ゃ
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

い
い
人
と
巡
り
合
う
こ
と
で
夢
に
巡

り
合
え
ま
し
た
」
と
川
村
代
表
。
謙

虚
で
前
向
き
な
縦
糸
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
の
横
糸
が
か
み
合
い
、
西
桂
に

「
地
域
福
祉
」
と
い
う
模
様
を
織
り

続
け
て
い
ま
す
。

手手織織りりのの伝伝統統をを継継承承／／人人ととのの出出会会いい大大切切にに

手織り機を操る「みつとうげ手織

りの里」のメンバー

大正琴がお年寄りとの交流の輪を

広げてくれた、という

川川村村 久久江江ささんんここととぶぶききママススタターー
「
い
い
人
に
巡
り
合
え
、
助
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
」
と
話
す
川
村
久
江
さ
ん

１１ やまなしの福祉 ２０１０年７月



作
品
展
６
部
門
（
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
写
真
、

書
）
に
は
、
合
計
２
２
８
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

各
部
門
で
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
１２
作
品
は
、
１０
月
に
行
わ
れ

る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１

０
石
川
」
の
「
美
術
展
」
に
県

代
表
作
品
と
し
て
出
品
さ
れ
ま

す
。シ

ル
バ
ー
作
品
展
４２
人
の
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

年
齢
は
平
成
２３
年
４
月
１
日
時

点
の
満
年
齢
）。

◆
日
本
画
の
部

▽
優
秀
賞

山
形
恵
美
子（
７６
）内
田
静
枝

（
８２
）▽
金
賞

玉
川
頼
仁（
７６
）

▽
銀
賞

清
水
民
子（
８５
）癸
生

川
武
男（
７２
）▽
努
力
賞

宮
川

波
子（
７９
）中
村
育
三（
７７
）

◆
洋
画
の
部

▽
優
秀
賞

萩
原
房
枝（
８２
）河
西
悦
郎（
７４
）

▽
金
賞

原
間
英
臣（
８８
）▽
銀

賞

渡

辺

修

孝（
８９
）有

泉

正

（
７６
）▽
努
力
賞

河
西
茂（
６８
）

小
沢
忠（
７７
）

◆
彫
刻
の
部

▽
優
秀
賞

丸
山
茂（
６９
）渡
辺
峻（
７８
）▽
金

賞

塚

田

収（
６８
）▽
銀

賞

若

尾
と
み
江（
７３
）赤
池
清
正（
７７
）

▽
努
力
賞

郷
田
昌
司（
８６
）志

村
政
夫（
８８
）

◆
工
芸
の
部

▽
優
秀
賞

望
月
弘
明（
８６
）千
野
国
雄（
８４
）

▽
金
賞

篠
原
豊
蔵（
８３
）▽
銀

賞

小
柳
津
昌
枝（
８０
）山
田
邦

夫（
６７
）▽
努
力
賞

津
田
幸
恵

（
７７
）本
田
成
男（
７９
）

◆
写
真
の
部

▽
優
秀
賞

井
上
修
吾（
８７
）武
藤
宏（
７４
）▽

金
賞

矢
崎
佳
子（
７８
）▽
銀
賞

小
泉
光
司（
７６
）赤
池
昭（
８２
）▽

努
力
賞

羽
田
三
二（
８７
）中
野

忠
三（
７６
）

◆
書
の
部

▽
優
秀
賞

廣

瀬
幾
久
子（
７５
）若
尾
文
子（
８０
）

▽
金
賞

広
瀬
と
き
じ（
８６
）▽

銀
賞

原
正
美（
７４
）森
澤
和
久

（
８３
）▽
努

力

賞

大

澤

妙

子

（
９０
）

飯
野
正
富
（
８８
）

県社会福祉協議会は、６月１０日から
１４日までの５日間、「いきいき山梨ねん
りんピック２０１０ シルバー作品展・シ
ルバー俳句大会」を甲府・山交百貨店
５階催事場で開催しました。

山形さんら
全国大会へ

シ
ル
バ
ー
作
品
展
（
優
秀
賞
作
品
）

〈
日
本
画
〉
「
冬
の
景
色
」

山
形

恵
美
子
（
７６
歳
）

〈
日
本
画
〉「
晩
秋
」

内
田

静
枝
（
８２
歳
）

〈
洋
画
〉「
甲
斐
駒
」

萩
原

房
枝
（
８２
歳
）

〈
洋
画
〉「
渓
流
」

河
西

悦
郎
（
７４
歳
）

やまなしの福祉 ２０１０年７月 １２



〈工芸〉「雪の里山」 望月 弘明（８６歳）

〈写真〉「夫婦善哉」 井上 修吾（８７歳）

シ ル バ ー作 品 展 （優秀賞作品）

〈
彫
刻
〉
「
翁

黒
式
尉
・
白
式
尉
」

丸
山

茂
（
６９
歳
）

〈工芸〉「変形緑釉壷」

千野 国雄（８４歳）

〈
彫
刻
〉
「
釈
迦
如
来
坐
像
」

渡
辺

峻
（
７８
歳
）

〈
写
真
〉「
早
春
の
雪

葛
城
山
」

武
藤

宏
（
７４
歳
）

〈
書
〉
「
陽
靈
山
」

廣
瀬

幾
久
子
（
７５
歳
）

〈
書
〉「
西
行
の
歌
」

若
尾

文
子
（
８０
歳
）

１３ やまなしの福祉 ２０１０年７月



…………………………………………………………………………………………………………………………

シ
ル
バ
ー
俳
句
大
会
の
秀

作
入
選
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）。

◆
秀
作

南
俊
郎
選
▽
土

橋
自
江
（
７8)

小
畑
賢
次
（
７4)

米
山
正
（
８4)

渡
辺
良
子
（
７9)

上
原
知
（
８0)

武
井
武
彦(

8２
）

保
坂
ヨ
シ
子
（
８３
）
小
林
三
江

（
７６
）
山
口
正
（
８０
）
萱
沼
美

保
子
（
６５
）

◆
秀
作

堤
高
嶺
選
▽
半

貫
寿
雄
（
７８
）
望
月
保
男
（
８７
）

小
林
清
子
（
７５
）
石
原
恂
子

（
６８
）
丹
沢
恒
子
（
８６
）
宮
下

節
子(

66
）
大
橋
静(

8７
）
荻
原

ふ
み(

８９
）
浅
川
六
子(

６９
）
宮

川
東(

7２
）

◆
秀
作

加
藤
晴
子
選
▽

半
貫
寿
雄
（
７８
）
天
野
と
し
ゑ

(

６５
）
鷹
野
直
（
78
）
池
田
孝
子

(

8０
）
青
柳
け
さ
よ(

８７
）
赤
澤

義
太
良(

76
）
渡
辺
秀
子
（
６3)

望
月
ミ
チ
子
（
76
）
榎
本
慶
子

（
７1)

長
坂
と
も
ゑ
（
82
）

◇

「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
・
俳
句

大
会
」
の
応
募
方
法
な
ど
に
つ

い
て
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

長
寿
や
ま
な
し
振
興
セ
ン
タ

ー
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
担

当
ま
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。
電
話
は
０
５
５
・
２

５
１
・
３
９
０
０
で
す
。

シルバー俳句大会は、１２３９句の応募
みなみとし

がありました。審査は３人の選者南俊
ろう つつみたか ね か とうはる こ

郎さん、堤高嶺さん、加藤晴子さんに

より、特選１５句と秀作３０句、佳作９０句

が決定しました。

剪
定
の
ま
よ
い
な
き
音
空
に
ぬ
け

韮
崎
市

小
笠
原
良
子

８８
歳

南

俊
郎

選

せ
ん
て
い

【
評
】
剪
定
は
年
期
を
要
し
ま
す
。「
迷
い
」
が
あ
る
よ
う
で
は
務
ま
り
ま
せ

ん
。
熟
練
者
と
し
て
自
信
に
満
ち
た
鋏
音
が
快
く
響
き
ま
す
。

綿
虫
に
影
と
い
ふ
も
の
な
か
り
け
り

都
留
市

向
山

秀
夫

６６
歳

蕗
の
薹
摘
む
や
昔
を
摘
む
ご
と
く

身
延
町

小
林

香

８０
歳

【
評
】
事
象
の
真
実
に
迫
る
透
徹
し
た
感
性
が
思
わ
れ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
強
い

断
定
に
有
無
を
言
わ
せ
ぬ
力
が
あ
り
ま
す
。

【
評
】
誰
も
が
摘
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
昔
の
こ
と
を
思
い
返

す
こ
と
を
「
昔
を
摘
む
」
と
表
出
し
た
と
こ
ろ
が
巧
み
で
す
。

徳
島
堰
の
滔
々
と
五
月
か
な韮

崎
市

�
刀
て
る
江

７６
歳

蘖
や
声
た
て
笑
ふ
赤
ん
坊

甲
府
市

小
松
し
ん
子

７９
歳

【
評
】
切
株
な
ど
に
生
え
る
若
芽
は
、た
く
ま
し
い
生
命
力
を
思
わ
せ
ま
す
。

あ
や
さ
れ
て
声
を
た
て
笑
う
赤
ん
坊
の
様
子
と
と
り
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
が
絶
妙
の
ひ
ら
め
き
。

【
評
】
用
水
の
需
要
期
の
「
五
月
」
を
迎
え
た
い
ま
、水
勢
・
流
量
な
ど
は
、

と
う
と
う

ま
さ
に
「
滔
々
」
で
す
。

帯
解
け
ば
ま
つ
わ
る
猫
や
春
の
宵

身
延
町

増
本

秋
子

７７
歳

堤

高
嶺

選

【
評
】「
春
の
宵
」
に
あ
る
浪
漫
的
な
雰
囲
気
の
あ
る
句
。外
出
か
ら
帰
宅
し

た
女
性
に
猫
が
す
り
寄
る
光
景
で
す
。

シルバー俳句大会（特選句）シシルルババーー俳俳句句大大会会（（特特選選句句））

逆
上
り
あ
き
ら
め
ぬ
子
の
息
白
し

甲
府
市

�
野

晴
弘

６６
歳

父
の
忌
の
来
る
に
春
筍
掘
り
に
出
ず

南
部
町

望
月

喜
好

７８
歳

【
評
】
意
志
の
強
い
少
年
の
姿
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
息
白
し
」
は
冬

の
季
語
。
寒
さ
に
も
負
け
な
い
子
で
す
。

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

【
評
】
冬
か
ら
春
に
か
け
て
出
る
筍
を
「

春
筍
」
と
い
う
。や
わ
ら
か
く
て

味
も
美
味
。
父
の
忌
日
に
は
こ
れ
を
探
し
ま
す
。

木
洩
日
の
ひ
ら
ひ
ら
遊
ぶ
紙
を
干
す

南
ア
ル
プ
ス
市

市
川

光
子

７４
歳

蘖
や
声
た
て
笑
ふ
赤
ん
坊

甲
府
市

小
松
し
ん
子

７９
歳

ひ
こ
ば
え

【
評
】「

蘖
」
は
、
春
に
な
っ
て
木
の
根
元
や
切
り
株
か
ら
新
し
い
芽
が
吹
き
出
す

な
ら

季
語
。
里
山
の
楢
（
植
物
）
な
ど
は
、
建
材
な
ど
に
す
る
た
め
、
大
切
に
育

て
て
き
ま
し
た
。
こ
の
本
情
を
知
り
、
元
気
な
赤
ん
坊
を
取
り
合
せ
た
句
。

【
評
】
冬
日
和
の
紙
干
場
の
光
景
を
感
じ
と
り
、「
ひ
ら
ひ
ら
遊
ぶ
」
に
実
態

感
が
あ
り
ま
す
。

年
新
た
佛
へ
常
の
燭
灯
す

甲
府
市

遠
藤

春
江

７１
歳

加
藤

晴
子

選

【
評
】
寺
院
で
の
お
勤
め
の
様
子
を
さ
り
気
な
く
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
常

の
燭
と
言
え
た
ら
新
春
の
心
意
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

好
き
な
だ
け
ハ
ー
モ
ニ
カ
吹
き
春
惜
し
む

甲
府
市

山
口

正

８０
歳

松
籟
や
武
田
の
杜
は
緑
濃
き甲

府
市

宮
川

逸
雄

８０
歳

【
評
】
好
き
な
だ
け
吹
け
る
場
所
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
と
、
長
閑
な

景
色
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

【
評
】
格
調
高
い
秀
句
、
神
域
の
荘
厳
さ
を
簡
潔
に
表
現
さ
れ
、
し
っ
と
り

と
澄
ん
だ
景
色
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
日
は
子
猫
を
抱
ひ
て
見
た
く
な
り

富
士
河
口
湖
町

坪
井
美
智
子

７０
歳

一
礼
を
し
て
入
る
山
廬
初
句
会

南
ア
ル
プ
ス
市

阪
本
み
つ
い

７０
歳

【
評
】
こ
ん
な
句
も
あ
っ
て
も
良
い
じ
ゃ
な
い
と
思
い
、
思
い
き
っ
て
特
選

に
。
自
分
自
身
の
写
生
も
時
に
は
楽
し
い
で
す
。

【
評
】
初
句
会
へ
臨
む
臨
場
感
と
会
場
に
居
並
ぶ
人
々
の
静
け
さ
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

やまなしの福祉 ２０１０年７月 １４



「
よ
っ
て
が
っ
せ
ぇ
ー
」
は
、

気
さ
く
な
小
菅
村
村
民
が
よ
く

使
う
言
葉
で
す
。「
寄
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
誘
い
合
う
こ
と
か

ら
、
笑
顔
の
付
き
合
い
が
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
小
菅
村
で
も
、
高
齢

化
の
進
行
と
と
も
に
近
隣
関
係

を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に

寄
り
合
え
る
場
を
確
保
し
、
高

齢
者
ら
の
外
出
を
支
援
し
た
い

�
。
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
安
心
生
活
創
造
事
業
」
に
は
、

そ
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省

が
全
国
で
約
５０
カ
所
の
モ
デ
ル

市
町
村
を
選
定
。「
悲
惨
な
孤
立

死
や
虐
待
を
１
例
も
発
生
さ
せ

な
い
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

小
菅
村
で
は
高
齢
世
帯
の
ニ

ー
ズ
を
調
査
。
従

来
の
見
守
り
訪
問

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

に
加
え
、
交
流
の

拠
点
「
よ
っ
て
が

っ
せ
ぇ
ー
」
を
設

け
ま
し
た
。
茶
飲

み
話
や
食
事
会
、
健
康
体
操
な

ど
を
通
し
て
、
住
民
同
士
の
支

え
合
い
を
援
助
。
ま
た
、
拠
点

に
出
て
く
る
こ
と
を
前
提
に
、

車
で
診
療
所
や
商
店
へ
の
送
迎

も
行
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
は
村
内
を
巡
回
す

る
バ
ス
１
台
だ
け
。
体
力
が
衰

え
る
と
、
外
出
も
お
っ
く
う
に

な
り
が
ち
で
す
。「
よ
っ
て
が
っ

せ
ぇ
ー
」
は
、
暮
ら
し
に
刺
激

を
与
え
ま
す
。「
あ
っ
と
い
う
間

に
１
日
が
過
ぎ
た
」。
帰
り
際
の

利
用
者
の
ひ
と
言
が
、
ス
タ
ッ

フ
の
励
み
で
す
。

担
当
の
作
業
療
法
士
上
山
裕

美
子
さ
ん
は
「
今
後
は
、
こ
の

事
業
を
軸
に
地
域
の
力
を
最
大

限
に
い
か
し
て
、
漏
れ
の
な
い

支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
１０

月
、
県
内
で
初
の

全
室
個
室
型
の
老

人
福
祉
施
設
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た

「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
南
岳
荘
」。
在
宅
の

暮
ら
し
に
近
い
日
常
生
活

を
通
じ
、
一
人
ず
つ
の
生

活
を
尊
重
し
た
き
め
細
か

い
ケ
ア
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

同
施
設
は
昨
年
度
、「
○

○
し
て
は
ダ
メ
」「
早
く
○

○
し
て
」
な
ど
、
言
葉
に

よ
る
拘
束
（
ス
ピ
ー
チ
ロ

ッ
ク
）
を
テ
ー
マ
に
研
修

会
を
開
催
。
職
員
全
員
で
、

利
用
者
へ
の
気
配
り
や
言

葉
遣
い
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

職
員
か
ら
は
「
介
護
す

る
職
員
が
心
の
ゆ
と
り

を
持
つ
こ
と
が
改
善
の
第

一
歩
」「
一
人
の
質
は
万
人

の
質
を
向
上
さ
せ
る
」「
介

護
職
と
し
て
の
感
謝
と

思
い
や
り
の
心
を
持
ち
、

同
じ
気
持
ち
で
ケ
ア
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
思

い
を
感
想
文
と
し
て
施
設

内
に
掲
示
し
、
利
用
者
の

笑
顔
に
結
び
つ
け
て
い
ま

す
。施

設
長
の
安
部
新
太
郎

さ
ん
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
職
員
全
員
の
や
る
気

と
誠
実
さ
が
大
切
。
こ
れ

か
ら
も
『
個
の
尊
重
』
を

目
標
に
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
施
設
づ
く
り
に
努

め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

施 設 名 社会福祉法人 八十八会

特別養護老人ホーム 南岳荘

住 所 〒４００-０２０３ 南アルプス市徳永４３６-１

連 絡 先 TEL ０５５・２８０・５２８１ FAX ０５５・２８０・５２８８

設 立 平成１５年１０月

建物概要 鉄骨コンクリート造り３階建

居室概要 全室個室・１３．５ｍ
２

（特養７０室、ショートステイ２０室）

定 員 特養７０人、ショートステイ２０人

併設施設 グループホーム南岳荘（地域密着型認知症対応型共同

生活介護）、小規模多機能型ホーム南岳荘（地域密着型

小規模多機能型居宅介護）

み
ん
な
「
よ
っ
て
が
っ
せ
ぇ
～
」

安
心
の
生
活
目
指
し
て
交
流
拠
点

南岳荘の外観

小菅村社会福祉協議会

すべて個室、一人ひとりの生活を尊重
特別養護老人ホーム「南岳荘」

「よってがっせぇー」での

食事会

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
を
楽
し
む
お

年
寄
り

施

設

概

要

１５ やまなしの福祉 ２０１０年７月
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募 集

山梨県交通安全スローガン

親しみやすい「交通安全」の

合い言葉、スローガンを募集し

ています。

県内に在住、在勤、在学して

いる方が応募できます。

●応募方法

郵便ハガキに○１住所、○２氏名

（フリガナ）、○３年齢、○４性別、

○５電話番号、○６職業（学生は

学校名、学年）、○７スローガン

を記入してお送りください。

Ａ４サイズの用紙に記入して

の郵送、またはＦＡＸでも受

け付けます。応募点数は１人

１点まで、自作の未発表のも

のに限ります。

●締め切り

平成２２年１０月２０日（当日の消

印有効）

●応募・問い合わせ先

山梨県交通対策推進協議会

事務局「交通安全スローガン

募集」係（山梨県企画県民部

県民生活・男女参画課内）〒

４００‐８５０１甲府市丸の内１－６

－１ 電話０５５・２２３・１３５３

FAX０５５・２２３・１３５４

問い合わせ・案内

福祉担当者ほっと相談開始

山梨県弁護士会は、福祉担当

者を対象とした高齢者・障がい

者（訳もなく死にたいと思う＝

希死念慮のある人を含む）の法

律相談を開始しました。

●相談内容

高齢者・障がい者の問題

●相談者

ケースワーカーなど現場で高

齢者・障がい者にかかわる福

祉担当者

●相談料金

初回に限り無料（相談対象

者である高齢者・障がい者を

基準に「初回」を判断します）

●相談方法

○１県弁護士会事務局に電話し

「福祉担当者ほっと相談希

望」と伝えます。

○２必要事項の聞き取りを受

け、担当弁護士が紹介され

ます。聞き取った内容は、

担当弁護士にＦＡＸされま

す。

○３相談者は担当弁護士に連絡

をします。

●受付時間

９時３０分～１６時３０分

（土、日、祝祭日を除く）

●相談先

県弁護士会 電話０５５・２３５・

７２０２

山梨県社会福祉協議会の連絡先

総務課 電話０５５・２５４・８６１０

企画課 電話０５５・２５４・８６１０

施設・人材課（施設担当）

電話０５５・２５４・８６１０

施設・人材課（人材担当）

電話０５５・２５４・８６５４

地域福祉課

電話０５５・２５１・００３９

地域福祉権利擁護事業センター

電話０５５・２５４・１８２０

長寿やまなし振興センター

電話０５５・２５１・３９００

高齢者総合相談センター

電話０５５・２５４・０１１０

介護実習普及センター

電話０５５・２５４・８６８０

認知症コールセンター

電話０５５・２５１・０００１

山梨県福祉サービス運営適正化

委員会 電話０５５・２２０・３０３０

報 告

ありがとう

ＮＴＴ東日本山梨支店様

ＮＴＴ東日本山梨支店（松田

淳支店長）様からの山梨ともし

び基金へのご寄付は、民間福祉

活動の助成を行う基金として大

切に活用させていただきます。

ありがとうございました。

【担当】県社会福祉協議会企画

課 電話０５５・２５４・８６１０

編 集 後 記

甲府市から片道２時間の小菅村

を１８年ぶりに訪問しました。

山梨県の名物「ほうとう」を小

菅村では「煮込み」と呼びます。

みんなで作って食べるから「うま

い！」と、お年寄りが笑顔で言い

ます。

１つ残念だったのは、自らの運

転で車酔いになったこと。

また笑顔に会いたい…わたしの

運転で小菅村に行く勇気のある方

はいませんか。 （Ｓ）

やまなしの福祉 ２０１０年７月 １６
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